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東海大学

東レ・カーボンマジック本社（滋賀県米原市）で展示されている
2011年型ソーラーカー「東海チャレンジャー」

東海大学湘南キャンパス（神奈川県平塚市）で保管されている
09、13、19、23年型ソーラーカー「東海チャレンジャー」

Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

石
油
資
源
枯
渇
と
地
球
温
暖
化
の
懸
念
が
深
刻
化
す
る
中

で
、
電
気
自
動
車
に
必
要
と
さ
れ
る
先
端
技
術
開
発
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
１
９
９
１
年
に
東
海
大
学
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
当
時
、
こ
の
初
代

監
督
に
就
任
し
た
の
は
松
前
義
昭
工
学
部
助
教
授
（
現
在
は

総
長
・
理
事
長
）
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
に
１
号
車
を
開
発

し
、
１
９
９
３
年
に
は
２
号
車
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
３

千
キ
ロ
を
縦
断
す
る
ワ
ー
ル
ド
・
ソ
ー
ラ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
Ｗ
Ｓ
Ｃ
）
へ
の
出
場
を
果
た
し
た
。
　

２
０
０
６
年
に
文
部
科
学
省
の
現
代
Ｇ
Ｐ
採
択
を
受
け
、

大
学
に
よ
る
社
会
的
責
任
（
Ｕ
Ｓ
Ｒ
）
活
動
を
推
進
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
セ
ン

タ
ー
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
初
代
推
進
室
長
に
木
村
英
樹

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
監
督
（
現
在
は
学
長
）
が
着
任
し
た
。

そ
の
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、
学
生
チ
ー
ム
＋

研
究
チ
ー
ム
が
合
体
し
た
現
在
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
体

制
へ
変
貌
を
遂
げ
た
。
２
０
０
８
年
よ
り
、
パ
リ
・
ダ
カ
ー

ル
・
ラ
リ
ー
で
日
本
人
初
の
優
勝
者
と
な
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
篠
塚

建
次
郎
氏
を
迎
え
、
翌
２
０
０
９
年
に
は
シ
ャ
ー
プ
の
三
接
合

化
合
物
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
高
容
量

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
搭
載
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
09
東

海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
、
Ｗ
Ｓ
Ｃ
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

２
０
１
１
年
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ⓡ
」と
東
レ
の
高
強
度
＆
高
弾
性
率
炭
素
繊
維
「
ト

レ
カ
Ⓡ
」
を
使
用
し
た
「
11
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
２
連

覇
を
達
成
し
た
。
そ
の
後
、
８
台
の
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

が
誕
生
し
た
。

こ
れ
ら
で
用
い
ら
れ
た
技
術
に
は
、
高
効
率
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
ー

や
衛
星
画
像
処
理
に
よ
る
日
射
量
推
定
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ

り
、
市
販
化
に
つ
な
が
っ
た
技
術
と
し
て
ト
ヨ
タ
・
プ
リ
ウ

ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
付
き
ル
ー
フ
や
、
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
の
環
境
技
術
を
集
約
し
た
「
Ｅ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ⓡ
」

な
ど
が
あ
る
。
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
内
だ
け
で
な
く
、
東
レ
・

カ
ー
ボ
ン
マ
ジ
ッ
ク
本
社
や
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
久
留
米
工
場
な

ど
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

世
界
一
と
な
っ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ



Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

石
油
資
源
枯
渇
と
地
球
温
暖
化
の
懸
念
が
深
刻
化
す
る
中

で
、
電
気
自
動
車
に
必
要
と
さ
れ
る
先
端
技
術
開
発
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
１
９
９
１
年
に
東
海
大
学
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
当
時
、
こ
の
初
代

監
督
に
就
任
し
た
の
は
松
前
義
昭
工
学
部
助
教
授
（
現
在
は

総
長
・
理
事
長
）
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
に
１
号
車
を
開
発

し
、
１
９
９
３
年
に
は
２
号
車
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
３

千
キ
ロ
を
縦
断
す
る
ワ
ー
ル
ド
・
ソ
ー
ラ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
Ｗ
Ｓ
Ｃ
）
へ
の
出
場
を
果
た
し
た
。
　

２
０
０
６
年
に
文
部
科
学
省
の
現
代
Ｇ
Ｐ
採
択
を
受
け
、

大
学
に
よ
る
社
会
的
責
任
（
Ｕ
Ｓ
Ｒ
）
活
動
を
推
進
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
セ
ン

タ
ー
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
初
代
推
進
室
長
に
木
村
英
樹

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
監
督
（
現
在
は
学
長
）
が
着
任
し
た
。

そ
の
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、
学
生
チ
ー
ム
＋

研
究
チ
ー
ム
が
合
体
し
た
現
在
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
体

制
へ
変
貌
を
遂
げ
た
。
２
０
０
８
年
よ
り
、
パ
リ
・
ダ
カ
ー

ル
・
ラ
リ
ー
で
日
本
人
初
の
優
勝
者
と
な
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
篠
塚

建
次
郎
氏
を
迎
え
、
翌
２
０
０
９
年
に
は
シ
ャ
ー
プ
の
三
接
合

化
合
物
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
高
容
量

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
搭
載
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
09
東

海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
、
Ｗ
Ｓ
Ｃ
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

２
０
１
１
年
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ⓡ
」と
東
レ
の
高
強
度
＆
高
弾
性
率
炭
素
繊
維
「
ト

レ
カ
Ⓡ
」
を
使
用
し
た
「
11
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
２
連

覇
を
達
成
し
た
。
そ
の
後
、
８
台
の
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

が
誕
生
し
た
。

こ
れ
ら
で
用
い
ら
れ
た
技
術
に
は
、
高
効
率
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
ー

や
衛
星
画
像
処
理
に
よ
る
日
射
量
推
定
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ

り
、
市
販
化
に
つ
な
が
っ
た
技
術
と
し
て
ト
ヨ
タ
・
プ
リ
ウ

ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
付
き
ル
ー
フ
や
、
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
の
環
境
技
術
を
集
約
し
た
「
Ｅ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ⓡ
」

な
ど
が
あ
る
。
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
内
だ
け
で
な
く
、
東
レ
・

カ
ー
ボ
ン
マ
ジ
ッ
ク
本
社
や
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
久
留
米
工
場
な

ど
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

世
界
一
と
な
っ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ



	

だ
い
が
く
の
た
か
ら
　
東
海
大
学

	

大
学
点
描
　
中
央
大
学

	

巻
頭
言
　
行
動
す
る
知
性
。
　
河
合
久

10	

年
頭
所
感
　
私
立
大
学
の
今
後
の
使
命
―
過
去
４
年
半
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
―
　
田
中
愛
治

12	

視
点
　
首	

都
圏
と
地
方
の
境
界
に
あ
る
小
規
模
大
学
の
取
り
組
み	

―
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
、変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
―
　
小
池
茂
子

―18	

座
談
会
　
生
成
Ａ
Ｉ
で
何
が
変
わ
る
か
？
―
事
務
室
の
日
常
か
ら
―

	

　
湯
澤
恵
介
／
坂
倉
康
平
／
武
田
享
也
／
喜
多
真
一
／（
司
会
）河
越
英
代

―34	

特
集
　
大
学
が
ま
ち
に
ひ
ら
く
―
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
広
が
る
関
係
性
―

36	

　
地	

域
と
と
も
に
未
来
を
共
創
す
る
大
学	

―
理
論・実
践・対
話
を
特
徴
と
す
る
Ｃｏ
Ｉ
Ｕ
の
挑
戦
―
　
今
永
典
秀

42	
　
地
域
の
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ
活
動
の
た
め
に
―
さ
い
た
ま
市
見
沼
区・大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
挑
戦
―
　
澤
田
英
行

50	

　
交	
わ
る
こ
と
で
、未
来
が
生
ま
れ
る	

―Spark	Base

が
つ
く
る
多
様
な
人
々
の
挑
戦
と
共
創
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
―
　
永
野
誠

56	

　
共
創
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
た
な
挑
戦
　
三
宅
雅
人

62	

　「
門
の
な
い
大
学
」
を
超
え
て「
ま
ち
と
融
合
し
た
大
学
」へ
　
北
野
寧
彦

70	

　
地	

域
連
携
教
育
の
新
展
開	

―
知
的
好
奇
心
が
伝
播
す
る
格
好
つ
け
な
い
愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
―
　
太
田
幸
治

―78	

ず
い
そ
う
　「
自
由
の
学
び
舎
」
を
守
る
た
め
に
　
吉
村
和
真

―80	

小
特
集
　
大
学
ブ
ラ
ン
ド
に
寄
与
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
戦
略

82	

　
創
立
者
の
想
い
を
つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
―
ピ
ー
チ
く
ん
流
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
―
　
宮
越
美
紀
子

88	

　「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
　
長
谷
川
裕
晃

92	

　
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
―
明
治
大
学・め
い
じ
ろ
う
の
事
例
―
　
野
見
山
智
道

98	

　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
誕
生
か
ら
20
年
―
同
志
社
女
子
大
学
の
顔
と
し
て
―
　
川
添
麻
衣
子

100	

　
つ
な
が
り
を
紡
ぐ
え
こ
ぴ
ょ
ん
―
学
生・教
職
員・社
会
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
―
　
南
雲
健
介

104	

　
応
援
団
長
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
―
南
山
生
の
闘
志
に
火
を
つ
け
ろ
！
―
　
吉
田
敦

―108	

私
の
授
業
実
践
〜
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら
〜

	

　
も	

し
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が	

大
学
の
大
教
室
授
業
を
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
し
て
設
計
し
た
ら
　
菊
地
映
輝

112	

明
日
へ
の
試
み
　
日
本
女
子
大
学
食
科
学
部

	

　「
食
」
を
通
じ
て
人
々
の
健
康
とW

ell-Being

に
貢
献
　
中
島
啓

―

	

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ《
広
場
・
中
庭
編
》

118	

　
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
が
育
む
学
生
と
地
域
の〝
わ
〟―
学
生
生
活
と
地
域
交
流
の
場
―
　
菅
沼
隆
昭

120	

　
教
職
学
協
働
で
つ
く
る「
居
心
地
の
よ
い
」
大
学
　
森
田
学

122	

　
真
理
を
探
求
し
、と
も
に
学
び
を
深
め
る
空
間
　
春
田
和
恵

―124	

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー	

	

　
公	

立
大
学
法
人
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
大
学
院	

保
健
福
祉
学
研
究
科
研
究
科
長
、公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
　

	

　
　
鈴
木
志
保
子
さ
ん
に
聞
く
　（
聞
き
手
）外
川
智
恵

―134	

新
会
員
代
表
者
紹
介
　
豊
田
工
業
大
学

―135	

執
筆
者
・
出
席
者
の
ご
紹
介（
掲
載
順
）

137	

私
大
連
ニ
ュ
ー
ス	

138	

編
集
後
記

大学時報
University Current Review

2026.01／NO.426
CONTENTS

UU
nn

iivv
ee

rr
ssiittyy  CCuurrrreenntt  RR

ee
vv

iiee
ww

UU
nn

iivv
ee

rr
ssiittyy  CCuurrrreenntt  RR

ee
vv

iiee
ww

古代より中国で使用され、アラビア商人を経由して西
方に広まり、中世ヨーロッパの航海に革命をもたらし
た羅針盤。表紙デザインには、社会の変化が著しい現
代において、大学の“今”を映し出し、向かうべき未来
をはかる指針とならん、という思いを込めています。

	

だ
い
が
く
の
た
か
ら
　
東
海
大
学

	

大
学
点
描
　
中
央
大
学

	

巻
頭
言
　
行
動
す
る
知
性
。
　
河
合
久

10	

年
頭
所
感
　
私
立
大
学
の
今
後
の
使
命
―
過
去
４
年
半
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
―
　
田
中
愛
治

12	

視
点
　
首	

都
圏
と
地
方
の
境
界
に
あ
る
小
規
模
大
学
の
取
り
組
み	

―
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
、変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
―
　
小
池
茂
子

―18	

座
談
会
　
生
成
Ａ
Ｉ
で
何
が
変
わ
る
か
？
―
事
務
室
の
日
常
か
ら
―

	

　
湯
澤
恵
介
／
坂
倉
康
平
／
武
田
享
也
／
喜
多
真
一
／（
司
会
）河
越
英
代

―34	

特
集
　
大
学
が
ま
ち
に
ひ
ら
く
―
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
広
が
る
関
係
性
―

36	

　
地	

域
と
と
も
に
未
来
を
共
創
す
る
大
学	

―
理
論・実
践・対
話
を
特
徴
と
す
る
Ｃｏ
Ｉ
Ｕ
の
挑
戦
―
　
今
永
典
秀

42	
　
地
域
の
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ
活
動
の
た
め
に
―
さ
い
た
ま
市
見
沼
区・大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
挑
戦
―
　
澤
田
英
行

50	

　
交	
わ
る
こ
と
で
、未
来
が
生
ま
れ
る	

―Spark	Base

が
つ
く
る
多
様
な
人
々
の
挑
戦
と
共
創
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
―
　
永
野
誠

56	

　
共
創
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
た
な
挑
戦
　
三
宅
雅
人

62	

　「
門
の
な
い
大
学
」
を
超
え
て「
ま
ち
と
融
合
し
た
大
学
」へ
　
北
野
寧
彦

70	

　
地	

域
連
携
教
育
の
新
展
開	

―
知
的
好
奇
心
が
伝
播
す
る
格
好
つ
け
な
い
愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
―
　
太
田
幸
治

―78	

ず
い
そ
う
　「
自
由
の
学
び
舎
」
を
守
る
た
め
に
　
吉
村
和
真

―80	

小
特
集
　
大
学
ブ
ラ
ン
ド
に
寄
与
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
戦
略

82	

　
創
立
者
の
想
い
を
つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
―
ピ
ー
チ
く
ん
流
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
―
　
宮
越
美
紀
子

88	

　「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
　
長
谷
川
裕
晃

92	

　
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
―
明
治
大
学・め
い
じ
ろ
う
の
事
例
―
　
野
見
山
智
道

98	

　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
誕
生
か
ら
20
年
―
同
志
社
女
子
大
学
の
顔
と
し
て
―
　
川
添
麻
衣
子

100	

　
つ
な
が
り
を
紡
ぐ
え
こ
ぴ
ょ
ん
―
学
生・教
職
員・社
会
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
―
　
南
雲
健
介

104	

　
応
援
団
長
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
―
南
山
生
の
闘
志
に
火
を
つ
け
ろ
！
―
　
吉
田
敦

―108	

私
の
授
業
実
践
〜
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら
〜

	

　
も	

し
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が	

大
学
の
大
教
室
授
業
を
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
し
て
設
計
し
た
ら
　
菊
地
映
輝

112	

明
日
へ
の
試
み
　
日
本
女
子
大
学
食
科
学
部

	

　「
食
」
を
通
じ
て
人
々
の
健
康
とW

ell-Being

に
貢
献
　
中
島
啓

―

	

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ《
広
場
・
中
庭
編
》

118	

　
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
が
育
む
学
生
と
地
域
の〝
わ
〟―
学
生
生
活
と
地
域
交
流
の
場
―
　
菅
沼
隆
昭

120	

　
教
職
学
協
働
で
つ
く
る「
居
心
地
の
よ
い
」
大
学
　
森
田
学

122	

　
真
理
を
探
求
し
、と
も
に
学
び
を
深
め
る
空
間
　
春
田
和
恵

―124	

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー	

	

　
公	

立
大
学
法
人
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
大
学
院	

保
健
福
祉
学
研
究
科
研
究
科
長
、公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
　

	

　
　
鈴
木
志
保
子
さ
ん
に
聞
く
　（
聞
き
手
）外
川
智
恵

―134	

新
会
員
代
表
者
紹
介
　
豊
田
工
業
大
学

―135	

執
筆
者
・
出
席
者
の
ご
紹
介（
掲
載
順
）

137	

私
大
連
ニ
ュ
ー
ス	

138	

編
集
後
記



UU
nn

iivv
ee

rr
ssiittyy  CCuurrrreenntt  RR

ee
vv

iiee
ww

UU
nn

iivv
ee

rr
ssiittyy  CCuurrrreenntt  RR

ee
vv

iiee
ww
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行
動
す
る
知
性
。

河
合 

久

　

 

中
央
大
学
学
長

「
知
識
」
を
「
行
動
」
に
よ
っ
て
検
証
し
、
課
題

解
決
の
糸
口
へ
と
昇
華
さ
せ
る
営
み
こ
そ
が
、
真
に

「
知
性
」
と
呼
ぶ
べ
き
知
的
探
求
で
あ
る
。
中
央
大
学

は
、
複
雑
か
つ
多
様
な
現
代
社
会
に
お
い
て
、
的
確

な
解
決
策
を
導
く
「
行
動
す
る
知
性
。」
を
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
据
え
て
い
る
。
多
様
な
学
問

と
実
践
的
な
学
び
を
通
じ
て
、
他
者
の
幸
福
を
願
い
、

自
ら
の
成
長
を
追
求
す
る
意
志
あ
る
学
生
が
集
う
場

で
あ
り
た
い
。
知
を
携
え
、
心
を
ひ
ら
き
、
世
界
に

や
さ
し
く
、
そ
し
て
力
強
く
働
き
か
け
る
人
物
を
育

む
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
私
た
ち
は
歩
み
続
け
て

い
く
。
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
の
日
本
私
立
大
学
連
盟
（
私
大
連
）
加
盟
大
学
の
ご
発
展
と
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
こ
の
「
年
頭
所
感
」
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
今
回
で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
２
０
２
２
年
は
コ

ロ
ナ
禍
を
通
し
て
学
ん
だ
私
立
大
学
の
責
任
に
つ
い
て
述
べ
、
２
０
２
３
年
は
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
対
す
る
私
立

大
学
の
役
割
に
つ
い
て
、
２
０
２
４
年
に
は
18
歳
人
口
の
減
少
に
直
面
す
る
時
代
に
お
け
る
私
立
大
学
の
役
割
を
、
２
０
２
５
年
に
は
私
立
大
学
が
生

成
Ａ
Ｉ
に
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
様
に
、
過
去
４
年
間
の
テ
ー
マ
は
、
私
立
大
学
の
み
な
ら
ず
日
本
社
会
が
近

年
に
お
い
て
直
面
し
て
き
た
課
題
の
多
く
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
疫
病
等
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
自
然
災
害
等
の
環
境
的
要
因
の
変
化
に
よ
る
危
機
に
如
何
に
対
応
す
べ
き
か
、
人
口
の
減
少
に

ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
い
か
に
Ｄ
Ｘ
と
Ａ
Ｉ
と
い
う
科
学
技
術
上
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
解
決
策
を
打
ち

出
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
、
日
本
社
会
全
体
に
も
日
本
の
私
立
大
学
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
近
年
に
一
度
に
噴
き

出
し
て
き
た
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
つ
め
直
す
と
、
日
本
の
私
立
大
学
が
ど
の
よ
う
な
教
育
を
学
生
に
提
供
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
大
連
の
加
盟
校
の
中
に
も
多
様
性
が
あ
り
、
研
究
を
重
視
す
る
大
学
、
教
育
に
特
色
を
持
つ
大
学
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
重
視
す
る
大
学
と
、
担
う
役
割
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
私
大
連
加
盟
校
以
外
の
私
立
大
学
を
含
め
れ
ば
、
一
概

に
全
て
の
私
立
大
学
が
同
じ
目
的
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
日
本
社
会
に
お
い
て

私
立
大
学
の
今
後
の
使
命

―
過
去
４
年
半
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
―

田
中 

愛
治
　日
本
私
立
大
学
連
盟
会
長
・
早
稲
田
大
学
総
長

10

年
頭
所
感

二
〇
二
六

私
立
大
学
と
し
て
生
き
延
び
て
い
く
た
め
に
は
、
共
通
の
使
命
が
あ
る
こ
と
も
認
識
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ
の
使
命
と
は
人
材
の
育
成
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
18
歳
人
口
が
減
少
し
、
大
学
で
学
ぼ
う
と
す
る
若
い
人
の
数
が
減
少
し
て
い
く
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
社
会
で
は
高
齢
者
が
増
加
し
、
労
働

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
全
国
の
大
学
生
の
８
割
が
学
ん
で
い
る
私
立
大
学
は
、
相
当
の
覚
悟
で
教
育
を
学
生
に
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
働
く
人
の
数
が
減
る
中
で
助
け
る
べ
き
人
の
数
が
増
え
る
の
で
す
か
ら
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
省
力
化
し
て
仕
事
量
を
増
や
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
自
然
災
害
に
限
ら
ず
様
々
な
危
機
的
状
況
に
直
面
し
た
場
合
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
や
デ
ー
タ
を
基
に
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
デ
ー
タ
に
よ
る
根
拠
を
基
に
考
え
る
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
研
究
を

重
視
す
る
大
学
、
教
育
に
特
色
を
持
つ
大
学
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
重
視
す
る
大
学
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
学
生
に
育
ん
で
も
ら
い
た
い
能
力
で

あ
り
、
大
学
で
こ
そ
育
て
ら
れ
る
能
力
で
す
。

ま
た
、
今
後
日
本
で
の
労
働
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
海
外
か
ら
の
労
働
者
も
肉
体
労
働
者
ば
か
り
で
な
く
、
知
的
労
働
者
も
受
け
入

れ
て
活
躍
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
受
け
入
れ
る
寛
容
性
、
ま
た
は
自
分
と
異
な
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
も

の
を
考
え
ら
れ
る
共
感
力
（pow

er of em
pathy

）
を
育
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
が
大
学
教
育
を
通
し
て
こ
そ
育
む
こ
と
が
出
来
る
能

力
だ
と
思
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
今
後
の
日
本
の
私
立
大
学
は
、
科
学
技
術
の
発
展
に
貢
献
す
る
能
力
の
教
育
と
と
も
に
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
寛
容
性
と
共
感

力
を
育
む
人
文
学
や
社
会
科
学
に
お
け
る
教
育
も
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
日
本
の
大
学
は
、
特
に
私
立
大
学
は

理
系
と
文
系
を
分
け
隔
て
な
く
教
育
す
る
総
合
知
の
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
学
入
試
の
改
革
が
必
要
で
す
。
学
力
試
験
で
は
、
１
点
の
出
来
を
競
う
試
験
で
は
な
く
、
自
分
の
大
学
の
自
分
の
学
部
に
入
学

す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
基
礎
学
力
が
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
試
験
と
し
て
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
利
用
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
各
大
学
各
学
部
の

独
自
の
入
試
で
は
各
受
験
生
の
意
思
や
適
性
を
見
極
め
る
選
考
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の

実
施
時
期
は
多
く
の
私
立
大
学
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
高
校
３
年
生
の
12
月
に
実
施
す
る
か
、
出
題
範
囲
を
高
校
３
年
生
の
前
期
ま
で
に
絞
っ
て
９

月
に
実
施
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

聖
学
院
と
い
う
名
を
、
大
木
英
夫
と
い
う
神
学
者
と
結
び
付
け

て
ご
存
知
の
方
も
お
い
で
で
は
な
い
か
と
思
う
。「
聖
学
院
は
、
ラ

イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
祈
り
を
翻
訳
し
、
わ
が
国
に
紹
介
し

た
大
木
先
生
が
理
事
長
を
し
て
い
た
学
校
法
人
で
す
よ
ね
」
と
い

う
言
葉
を
今
な
お
耳
に
す
る
。
大
木
英
夫
が
『
終
末
論
的
考
察
』

（
１
９
７
０
年
）
に
お
い
て
日
本
に
紹
介
し
た
ニ
ー
バ
ー
の
祈
り
を

つ
ぎ
に
紹
介
す
る
。

神
よ
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
変
え

る
だ
け
の
勇
気
を
わ
れ
ら
に
与
え
た
ま
え
。

変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
受
け
い

れ
る
だ
け
の
冷
静
さ
を
与
え
た
ま
え
。

そ
し
て
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
、
変
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
と
を
、
識
別
す
る
知
恵
を
与
え
た
ま
え
。

明
治
期
に
米
国
よ
り
来
日
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト

教
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
開
学
し
た
神
学
校
を
ル
ー
ツ
と
す
る
聖
学

院
１
２
０
年
の
歩
み
の
中
で
、
学
校
法
人
聖
学
院
は
幼
稚
園
２
校
、

小
学
校
１
校
、６
年
間
一
貫
教
育
の
中
学
・
高
等
学
校
２
校
、大
学

１
校
を
有
す
る
総
合
学
園
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
大
学
は
１

９
８
８
年
、
政
治
経
済
学
部
１
学
部
を
も
っ
て
埼
玉
県
上
尾
市
の

地
に
開
学
し
、
現
在
、
政
治
経
済
学
部
、
人
文
学
部
、
心
理
福
祉
学

部
の
３
学
部
５
学
科
か
ら
な
る
総
合
大
学
と
な
っ
て
い
る
。
聖
学

院
大
学
は
法
人
の
中
で
最
後
に
開
設
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
法
人

の
本
部
及
び
幼
・
小
・
中
・
高
の
学
校
群
が
東
京
都
北
区
に
所
在

す
る
一
方
で
、
大
学
は
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
か
ら
一
駅
の
場
所
に
所
在
す

る
。
首
都
圏
に
隣
接
す
る
、
あ
る
い
は
地
方
都
市
と
し
て
の
埼
玉

首
都
圏
と
地
方
の
境
界
に
あ
る

小
規
模
大
学
の
取
り
組
み

―
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
、変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
―

小
池 

茂
子

聖
学
院
大
学
学
長
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県
上
尾
市
に
位
置
す
る
小
規
模
大
学
と
し
て
、
大
学
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
い
か
に
描
き
、
少
子
化
に
伴
う
大
学
淘
汰
の
時
代
を

ど
う
乗
り
切
れ
ば
よ
い
の
か
。
常
に
ニ
ー
バ
ー
の
祈
り
が
脳
裏
を

よ
ぎ
る
。

学
長
と
な
っ
て
２
年
半
余
、
入
学
定
員
の
見
直
し
、
学
科
の
名

称
変
更
、
大
学
院
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
需
要
に
応
え
る
新
た
な
研
究

領
域
の
開
設
な
ど
怒
涛
の
よ
う
な
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
。
拙
稿

で
は
、
こ
の
歩
み
の
中
で
取
り
組
ん
で
き
た
教
育
改
革
の
一
端
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

1
．
本
学
の
教
育
に
お
い
て
変
わ
ら
な
い
も
の

国
立
大
学
の
第
３
期
中
期
目
標
を
作
成
す
る
際
の
留
意
点
と
し

て
は
、
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
２
０
１
５
年
度
に
示
さ
れ
た
つ
ぎ

の
通
達
が
あ
る
。「
特
に
教
員
養
成
系
や
人
文
社
会
科
学
系
の
学

部
・
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
廃
止
や
社
会
的
要
請
の
高
い

分
野
へ
の
転
換
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
こ
と
」、
こ
の

通
達
は
、
そ
の
後
の
国
の
高
等
教
育
政
策
と
し
て
国
立
大
学
の
み

な
ら
ず
特
に
人
文
・
社
会
科
学
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
私
立

大
学
の
行
く
末
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
聖
学
院
大
学
が
形
づ
く
っ
て
き
た
学
問
的
・
人
的
・

財
的
・
物
的
資
源
の
状
況
か
ら
み
て
、
国
の
施
策
に
あ
る
成
長
分

野
に
属
す
る
と
さ
れ
る
新
学
部
・
新
学
科
の
開
設
は
難
し
い
と
感

じ
た
。
学
長
と
し
て
初
め
に
着
手
し
た
こ
と
は
、「
聖
学
院
大
学
の

教
育
は
何
を
目
指
す
の
か
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
そ

［写真1］聖学院大学チャペル外観
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れ
を
全
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
達
成
す
る
こ
と
、
そ
し
て
現
代
社

会
の
要
請
に
応
え
る
全
学
共
通
科
目
の
再
編
と
い
う
教
育
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
あ
っ
た
。

学
部
や
学
科
の
専
門
性
は
異
な
っ
て
い
て
も
、「
聖
学
院
大
学
の

教
育
・
研
究
あ
る
い
は
学
生
へ
の
支
援
を
通
じ
、
私
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
人
を
育
て
、
社
会
に
送
り
出
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
教

育
目
標
を
全
教
職
員
が
理
解
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
す
教
育
活
動

が
ブ
レ
な
い
よ
う
、
学
長
と
し
て
努
め
て
繰
り
返
し
語
っ
て
き
た
。

本
学
の
教
育
に
お
い
て
変
わ
ら
な
い
も
の
。
そ
れ
は
「
神
を
仰

ぎ 

人
に
仕
う
（Love G

od and Serve H
is People

）」
と

い
う
聖
学
院
の
建
学
の
精
神
と
、
そ
の
下
に
大
学
が
掲
げ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
が
進
展
す
る
社
会
・
地
域
の
中
で
、『
主
体
性
を

も
っ
て
他
者
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
る
専
門
人
』
の
育
成
」
と
い

う
教
育
目
的
で
あ
る
。

こ
の
「
主
体
性
を
も
っ
て
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
つ
ぎ
の
２
つ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
１
つ
は
、
大
学
に
お
け
る
自
律
的

な
学
修
を
通
じ
て
自
ら
の
意
志
で
主
体
的
に
学
び
、
問
題
解
決
に

当
た
る
人
間
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
新
約
聖
書

の
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
に
あ
る
「
真
理
は
人
を
自
由
に
す
る
」

と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
と
し
て
の
教
育
的
信
念
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
人
に
仕
う
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
本
学
の
教
育
の
目
指

す
と
こ
ろ
に
「
本
学
で
の
学
び
を
通
じ
、
自
分
が
有
し
て
い
る
知

識
・
技
能
・
経
験
・
財
・
時
間
な
ど
を
他
者
の
為
に
喜
ん
で
差
し

出
す
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
、
養
う
」
と
い
う
人
格
陶
冶
が

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

２
．
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の（
変
え
る
べ
き
も
の
）

前
述
し
た
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
を
基
盤
に
据
え
な
が
ら
、
同

時
に
「
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
（
変
え
る
べ
き
も
の
）」
を
検

討
し
、
専
門
教
育
の
前
提
と
な
る
全
学
共
通
教
育
の
見
直
し
を
図

り
、
今
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
よ
り
全
学
共
通
科
目
の
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

文
部
科
学
省
が
示
す
「
学
士
力
」
修
得
に
向
け
、
専
門
的
な
学

修
の
前
提
と
な
る
基
礎
教
育
科
目
群
と
し
て
こ
の
全
学
共
通
科
目

が
あ
る
わ
け
だ
が
、
本
学
で
は
こ
れ
を
つ
ぎ
の
４
領
域
か
ら
構
成

し
た
。
第
１
は
聖
学
院
大
学
論
、
キ
リ
ス
ト
教
概
論
、
キ
リ
ス
ト

教
社
会
倫
理
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
論
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
か
ら

構
成
さ
れ
る
聖
学
院
コ
ア
科
目
、
第
２
は
世
界
や
社
会
・
地
域
で

他
者
と
つ
な
が
る
た
め
の
力
を
養
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
Ａ

Ｉ
・
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
科
目
、
第
３
は

と
う 

や
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世
界
と
社
会
・
地
域
で
他
者
と
共
に
生
き
、
市
民
と
し
て
課
題
解

決
に
取
り
組
む
力
を
養
う
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
科
目
、
第
４
は
世

界
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
人
間
理
解
、
社
会
理
解
、
自

然
理
解
か
ら
な
る
教
養
の
修
得
を
目
指
す
科
目
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

ご
承
知
の
通
り
、
伝
統
的
な
大
学
教
育
は
将
来
指
導
的
立
場
に

な
っ
て
い
く
者
を
対
象
に
、
幅
広
い
教
養
、
専
門
職
業
能
力
（
知

識
・
技
能
）を
教
授
し
、
指
導
者
に
ふ
さ
わ
し
い
徳
性
を
涵
養
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
１
９
９
１
年
の
大
学
審
議
会
答
申
「
大
学
教
育

の
改
善
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
、
設
置
基
準
の
大
綱
化
・
自
由
化

が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
多
く
の
大
学
で
は
事
実
上
一
般

教
養
課
程
が
廃
止
に
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
専
門
教
育
の
時
間

数
の
増
加
と
早
期
化
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
高
等
教
育
の
マ

ス
化
・
大
衆
化
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
進
展
、
あ
る
い
は
予
測
困

難
で
不
確
実
性
が
高
い
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成
や
、
世

界
と
自
分
のW

ell-being

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

こ
こ
に
来
て
教
養
教
育
の
意
義
が
見
直
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ

て
導
か
れ
る
回
答
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
真
実

と
虚
像
を
見
極
め
る
批
判
的
思
考
力
を
養
う
意
味
で
も
、
人
文
学

を
は
じ
め
と
す
る
教
養
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
と
考
え
る
。
そ

の
意
味
で
本
学
で
も
全
学
共
通
科
目
の
領
域
に
、
人
文
、
社
会
科

学
、
自
然
科
学
領
域
か
ら
な
る
教
養
教
育
を
据
え
て
い
る
。

ま
た
本
学
で
は
「
変
わ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
（
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
）」
と
し
て
、
時
代
や
産
業
界
か
ら
の
要
請

に
応
え
、「
21
世
紀
型
ス
キ
ル
」
や
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
育

成
を
目
指
す
全
学
共
通
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
新
設
・
再
編
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
数
量
的
ス
キ

ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
協
働
す
る
力
、
世
界
で
通
用
す

る
倫
理
観
の
育
成
と
い
う
教
育
課
題
を
達
成
す
る
た
め
の
科
目
群

で
あ
る
。
同
時
に
、
高
校
時
代
に
「
探
究
の
時
間
」
を
通
じ
て
課

題
解
決
型
の
学
習
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
学
生
た
ち
に
、
基
礎
教

育
の
段
階
か
ら
学
外
に
お
け
る
体
験
的
学
習
や
課
題
解
決
型
学
習

に
触
れ
さ
せ
、
問
題
意
識
の
喚
起
、
社
会
や
世
界
の
理
解
、
自
己

形
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
学
内
の
組
織
で
あ
る
地
域
連
携
・
教
育
セ
ン

タ
ー
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
学
外
の
教
育
資
源
と
大
学
を
結
ぶ
窓
口
と
し
て

強
化
。
大
学
が
所
在
す
る
地
域
の
企
業
、
行
政
、
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
学
外
の
方
々
の
力
を
借
り
て
、
多
彩

た
い
こ
う 

か
か
ん
よ
う
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な
体
験
型
学
習
・
問
題
解
決
型
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

首
都
圏
に
隣
接
し
、
埼
玉
県
の
さ
い
た
ま
市
・
上
尾
市
と
い
う

地
域
に
所
在
す
る
本
学
は
、
都
市
型
の
学
修
体
験
と
地
方
の
持
つ

地
域
課
題
の
解
決
と
い
う
複
眼
的
な
視
点
か
ら
、
学
生
た
ち
が
学

修
や
体
験
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
学
の
強
み
で

あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
体
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
能
力
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
世
界
の
ど
の
地
域
に
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
あ
る
課

題
を
解
決
す
る
力
と
な
り
え
る
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
　
―  

少
人
数
教
育
の
強
み
、 

キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
で
あ
る
こ
と
―

本
学
に
は
、
学
生
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
教
職
員
が
心
に
と

ど
め
る
タ
グ
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
一
人
を
愛
し
、
一
人
を

育
む
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
人
一
人
の
学
生
が
入
学
時
か
ら

卒
業
に
至
る
ま
で
教
職
員
に
覚
え
ら
れ
な
が
ら
大
学
生
活
を
送
る

中
で
、
学
生
た
ち
は
大
学
の
中
に
自
分
の
居
場
所
を
見
出
し
、
安

心
感
を
も
っ
て
学
修
あ
る
い
は
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｔ
比
と
呼
ば
れ
る
学
生
数
と
専
任
教
員
数
の

比
率
を
表
す
値
が
あ
る
が
、
本
学
で
は
教
員
１
人
当
た
り
の
学
生

数
は
19・９
で
あ
る
。

学
生
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
、
誰
か
に
覚
え
ら
れ
大
切
に
さ

れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
抱
き
、
学
問
的
に
も
人
間
的
に
も
成
長

す
る
と
私
ど
も
は
考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学

と
し
て
、
本
学
が
変
わ
ら
ず
今
後
も
携
え
て
い
く
教
育
の
信
念
で

あ
る
。

［写真2］入学式
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
の
時
代
の
変
化

に
晒
さ
れ
る
中
で
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
（
変
え
る
べ
き

も
の
）
と
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
も
の
）
を
見
極
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
大
学
の
歩
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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